
山
陰
あ
れ
こ
れ

番
外
編

令
和

年

月

日
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3

戦
争
を
「
語
り
伝
え
る
」
会
に
行
く

酒

井

董

美

た
だ

よ
し

「
文
化
の
日
」
の

日
、
午
前

時
か
ら

3

10

12

時
ま
で
の
間
、
標
記
の
会
（
会
長
・
安
田
庸
子

氏
＝
同
町
横
田
在
住
）
が
仁
多
郡
奥
出
雲
町

立
横
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
農
村
婦
人
の

家
で
あ
っ
た
。
事
前
に
親
し
い
安
田
会
長
さ
ん

か
ら
案
内
状
を
い
た
だ
い
て
い
た
の
で
、
従
妹
の

山
﨑
崇
子
を
誘
い
，
マ
イ
カ
ー
で
出
か
け
て
き

た
。
わ
が
家
か
ら
会
場
ま
で
は
や
や
遠
く
て
、

時
に
出
発
し

時

分
に
到
着
し
た
。

8

9

45

演
題
は
〝
「
戦
争
」
に
つ
い
て
若
い
世
代
に
伝

え
た
か
っ
た
こ
と
〟
。
講
師
は
元
島
根
県
立
高

校
教
諭
・
安
達
友
紀
氏
（

歳
・
地
歴
・
公
民
科
担
当
）
で
あ
っ
た
。

と
も

の
り

66

会
場
の
室
内
を
見
渡
し
た
と
こ
ろ
、
聴
衆
は

名
く
ら
い
の
よ
う
だ
っ
た
が
、
演
題
で
期
待
さ
れ
て

30

い
る
「
若
い
世
代
」
は
残
念
な
が
ら
見
当
た
ら
ず
多
く
は
高
齢
者
だ
っ
た
よ
う
だ
。

講
演
は
事
前
に
準
備
さ
れ
て
い
た
Ａ

判
の
コ
ピ
ー
が

枚
配
布
さ
れ
た
。
一
部
を
紹
介
す
る
と
、

4

4

『
横
田
町
誌
』
か
ら
調
べ
ら
れ
た
明
治

年
の
西
南
戦
争
の
旧
横
田
町
の
戦
死
者

名
か
ら
始
ま
っ

10

1

て
、
日
清
戦
争
、
北
清
事
変
、
満
州
事
変
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
の
同
地
区
の
戦
死
者
数
が
細

か
く
示
さ
れ
、
総
計
３
１
７
名
と
な
っ
て
い
る
。

資
料
で
は
、
国
際
連
盟
の「
不
戦
条
約
」
（
１
９
２
８

年
）
、「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
・
全
文
」
（
１
９
４
５
年
７
月

日
）
、「
日
本
国
憲
法
・
前
文
」
、「
出
雲
地
方

26

（
沿
岸
部
）
の
戦
争
遺
跡
」
の
写
真

点
と
図
表

点
が
あ
り
、
聴
衆
と
し
て
は
、
よ
り
具
体
的
に
講

9

2

師
の
説
明
が
よ
く
判
り
あ
り
が
た
か
っ
た
。
従
妹
も
帰
り
の
車
中
で
「
説
明
の
言
葉
も
や
さ
し
か
っ
た

の
で
大
変
に
分
か
り
や
す
か
っ
た
」
と
喜
ん
で
い
た
。

講
演
終
了
後
、
筆
者
に
つ
い
て
松
江
市
か
ら
来
た
特
異
な
聴
衆
と
し
て
、
主
催
者
か
ら
い
き
な
り

名
を
呼
ば
れ
、
経
歴
ま
で
紹
介
さ
れ
た
の
で
、
感
想
を
述
べ
る
必
要
が
あ
る
と
と
っ
さ
に
判
断
し
、「
高

校
時
代
に
返
っ
た
よ
う
に
授
業
を
受
け
て
い
る
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
各
戦
争
ご
と
の

旧
横
田
町
の
戦
死
者
の
数
字
を
挙
げ
な
が
ら
の
説
明
は
、
と
て
も
分
か
り
や
す
く
地
元
の
方
々
に
も

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
感
想
を
述
べ
た
上
、
終
戦
直
前
ま
で
筆
者
は
大
阪
に
住
ん
で
お
り
、
当
時

歳
だ
っ
た
昭
和

年

月
に
、
空
襲
に
遭
っ
た
体
験
を
具
体
的
に
話
す
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
そ
の

9

20

3

よ
う
な
直
接
の
経
験
を
持
っ
て
い
な
い
聴
衆
の
方
々
に
、
少
し
は
役
に
立
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と

思
っ
た
。
筆
者
の
話
に
耳
を
傾
け
ら
れ
た
安
達
講
師
は
、「
集
団
疎
開
で
大
阪
方
面
か
ら
島
根
県
に

来
て
い
た

年
生
た
ち
が
、
せ
め
て
卒
業
式
を
大
阪
の
母
校
で
受
け
た
い
と
帰
っ
た
と
こ
ろ
へ
空
襲
が

6

あ
り
、
亡
く
な
っ
た
児
童
も
多
数
あ
っ
た
の
で
す
」
と
補
足
な
さ
る
一
幕
も
あ
っ
た
。

鳥
上
中
学
校
勤
務
時
代

年
間
を
過
ご
し
た
当
地
は
、
中
国
山
地
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
な
か
な

6

か
住
民
の
文
化
程
度
の
高
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
懐
か
し
い
地
方
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
こ
の
日
の

講
演
会
参
加
は
、
実
り
の
多
い
満
足
し
た
半
日
で
あ
っ
た
。

会の後の記念写真 ㊦左から 安田庸子会長

安達友紀講師 ㊤ 山﨑崇子（従妹） 筆者


